
薬 
師 

寺 

の 

建 

立 

と 

薬 

師 

経 令
和
三
年
六
月
法
話 

 

薬
師
寺 

管
主 

加 

藤 

朝 

胤 

薬
師
寺
の
創
建 

天
武
九
年
（
六
八
〇
）
十
一
月
十
二
日
の
条 

皇
后
が
病
気
に
な
ら
れ
た
。
皇
后
の
た
め
に
誓
願
を
た
て
、
薬
師
寺
を
建
立
す
る
こ
と
と
な
り
、

百
人
の
僧
を
得
度
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
病
気
は
平
癒
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
罪
人
を
赦
免
さ
れ
た
。 

『
日
本
書
紀 

巻
第
二
十
九
』 

東
方
浄
瑠
璃
浄
土
薬
師
瑠
璃
光
如
来 
（
と
う
ほ
う
じ
ょ
う
る
り
じ
ょ
う
ど
や
く
し
る
り
こ
う
に
ょ
ら
い
） 

Ⓢ
バ
イ
シ
ャ
ジ
ャ
・
グ
ル 

 

薬
師
如
来
が
説
か
れ
て
い
る
代
表
的
な
経
典 

『
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』
（
薬
師
経
） 

 

永
徽
元
年
（
六
五
〇
）
玄
奘
訳 

『
薬
師
瑠
璃
光
七
佛
本
願
功
徳
経
』
（
七
佛
薬
師
経
）
景
竜
元
年
（
七
〇
七
）
義
浄
訳 

建
武
～
永
昌
年
間
（
三
一
七
～
三
二
二
年
）
帛
尸
梨
密
多
羅
訳 

大
明
元
年
（
四
五
七
）
慧
簡
訳 

大
業
十
一
年
（
六
一
五
）
達
磨
笈
多
訳 

 

『
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』 

 

薬
師
如
来
は
東
方
浄
瑠
璃
世
界
（
瑠
璃
光
浄
土
）
の
教
主 

薬
師
菩
薩
と
し
て
修
行
の
時
、
十
二
大
願
を
発
す 

衆
生
の
疾
病
を
治
癒
し
て
寿
命
を
延
べ
、
災
禍
を
消
去
し
、
衣
食
な
ど
を
満
足
せ
し
め
、 

佛
行
を
行
じ
て
無
上
菩
提
の
妙
果
を
証
ら
し
め
ん
と
誓
い
佛
と
成
る 

瑠
璃
光
を
以
て
衆
生
の
病
苦
を
救
い
、
無
明
の
病
を
直
す
法
薬
を
与
え
る
医
薬
の
佛 

現
世
利
益
信
仰
を
集
め
る 

 

像 
 

容 

 

立
像
・
坐
像 

印
相
は
右
手
を
施
無
畏
（
せ
む
い
）
印
、
左
手
を
与
願
（
よ
が
ん
）
印
、 

左
手
に
薬
壺
（
や
っ
こ
）
を
持
つ 

薬
師
寺
金
堂
薬
師
如
来 

唐
招
提
寺
金
堂
薬
師
如
来
は
薬
壷
を
持
た
な
い 

『
薬
師
如
来
念
誦
儀
軌
』
不
空
訳
の
伝
来
以
降
に
薬
壷
を
持
つ
像
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 

日
光
菩
薩
・
月
光
菩
薩
を
脇
侍
と
し
た
薬
師
三
尊
像
、
十
二
神
将
像
を
安
置
す
る 

薬
師
如
来
の
光
背
は
、
七
体
ま
た
は
六
体
像
容
が
あ
る
が
、
七
佛
薬
師
と
そ
の
化
身
佛 

薬
師
寺
ま
ほ
ろ
ば
塾 

塾
長 
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薬
師
十
二
大
願 

①
光
明
普
照
（
自
ら
の
光
で
三
千
世
界
を
照
ら
し
、
あ
ま
ね
く
衆
生
を
悟
り
に
導
く
） 

②
随
意
成
弁
（
佛
教
七
宝
の
一
つ
で
あ
る
瑠
璃
の
光
を
通
じ
て
佛
性
を
目
覚
め
さ
せ
る
） 

③
施
無
尽
佛
（
佛
性
を
持
つ
者
た
ち
が
、
悟
り
を
得
る
た
め
に
欲
す
る
あ
ら
ゆ
る
物
品
を
施
す
） 

④
安
心
大
乗
（
世
の
外
道
を
正
し
、
衆
生
を
佛
道
へ
と
導
く
） 

⑤
具
戒
清
浄
（
戒
律
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
者
を
も
戒
律
を
守
れ
る
よ
う
援
け
る
） 

⑥
諸
根
具
足
（
生
ま
れ
つ
き
の
障
碍
・
病
気
・
身
体
的
苦
痛
を
癒
や
す
） 

⑦
除
病
安
楽
（
困
窮
や
苦
悩
を
除
き
払
え
る
よ
う
援
け
る
） 

⑧
転
女
得
佛
（
成
佛
す
る
た
め
に
男
性
へ
の
転
生
を
望
む
女
性
を
援
け
る
） 

⑨
安
心
正
見
（
一
切
の
精
神
的
苦
痛
や
煩
悩
を
浄
化
で
き
る
よ
う
援
け
る
） 

⑩
苦
悩
解
脱
（
重
圧
に
苦
し
む
衆
生
が
解
き
放
た
れ
る
べ
く
援
け
る
） 

⑪
飲
食
安
楽
（
著
し
い
餓
え
と
渇
き
に
晒
さ
れ
た
衆
生
の
苦
し
み
を
取
り
除
く
） 

⑫
美
衣
満
足
（
困
窮
し
て
寒
さ
や
虫
刺
さ
れ
に
悩
ま
さ
れ
る
衆
生
に
衣
類
を
施
す
） 

 

七
佛
薬
師 

 

『
薬
師
瑠
璃
光
七
佛
本
願
功
徳
経
』
（
七
佛
薬
師
経
）
義
浄
訳
『
薬
師
如
来
本
願
経
』
達
磨
笈
多
訳 

薬
師
如
来
を
主
体
と
し
た
七
尊
の
佛
の
本
願
と
佛
国
土
が
説
か
れ
て
い
る 

八
～
九
世
紀
に
は
七
佛
薬
師
法
が
息
災
・
安
産
を
も
た
ら
す
と
し
て
安
産
祈
願
が
行
わ
れ
た 

①
善
名
称
吉
祥
王
如
来
（
ぜ
ん
み
ょ
う
し
ょ
う
き
ち
じ
ょ
う
お
う
に
ょ
ら
い
） 

②
宝
月
智
厳
光
音
自
在
王
如
来
（
ほ
う
が
つ
ち
ご
ん
こ
う
お
ん
じ
ざ
い
お
う
に
ょ
ら
い
） 

③
金
色
宝
光
妙
行
成
就
王
如
来
（
こ
ん
じ
き
ほ
う
こ
う
み
ょ
う
ぎ
ょ
う
じ
ょ
う
じ
ゅ
お
う
に
ょ
ら
い
） 

④
無
憂
最
勝
吉
祥
王
如
来
（
む
う
さ
い
し
ょ
う
き
ち
じ
ょ
う
お
う
に
ょ
ら
い
） 

⑤
法
海
雲
雷
音
如
来
（
ほ
う
か
い
う
ん
ら
い
お
ん
に
ょ
ら
い
） 

⑥
法
海
勝
慧
遊
戯
神
通
如
来
（
ほ
う
か
い
し
ょ
う
え
ゆ
げ
じ
ん
つ
う
に
ょ
ら
い
） 

⑦
薬
師
瑠
璃
光
如
来
（
や
く
し
る
り
こ
う
に
ょ
ら
い
） 

 

薬
師
如
来
の
真
言 

大 

咒 

ノ
ウ
ボ
ウ 

バ
ギ
ャ
バ
テ
イ 

バ
イ
セ
イ
ジ
ャ 

ク
ロ 

ベ
イ
ル
リ
ヤ 

ハ
ラ
バ 

ア
ラ
ジ

ャ
ヤ 

タ
タ
ギ
ャ
タ
ヤ 

ア
ラ
カ
テ
イ 

サ
ン
ミ
ャ
ク
サ
ン
ボ
ダ
ヤ 

タ
ニ
ヤ
タ 

オ
ン 

バ
イ
セ
イ
ゼ
イ 

バ
イ
セ
イ
ゼ
イ 

バ
イ
セ
イ
ジ
ャ
サ
ン
ボ
リ
ギ
ャ
テ
イ 

ソ
ワ
カ 

小 

咒 
 オ

ン 

コ
ロ
コ
ロ 

セ
ン
ダ
リ 

マ
ト
ウ
ギ 

ソ
ワ
カ 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E5%8D%83%E4%B8%96%E7%95%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%86%E7%94%9F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%83%E5%AE%9D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8F%E6%80%A7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8F%E6%80%A7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%8F%E6%80%A7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%82%9F%E3%82%8A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%82%9F%E3%82%8A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%82%9F%E3%82%8A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%96%E9%81%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%9C%E7%A2%8D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BC%AA%E5%BB%BB

